
設問№ 科目平均 全体平均

Ⅰ.(1) 3.63 3.26

Ⅰ.(2) 3.66 3.40

Ⅰ.(3) 3.29 2.73

Ⅱ.(4) 3.13 2.97

Ⅱ.(5)

Ⅱ.(6)

Ⅱ.(7) 3.69 3.20

Ⅱ.(8) 3.71 3.27

Ⅱ.(9) 3.61 3.13

Ⅱ.(10) 3.41 3.13

Ⅱ.(11) 3.57 2.94

Ⅱ.(12) 3.82 3.31

Ⅱ.(13) 3.77 3.29

満足度 Ⅱ.(14) 3.73 3.23

ノートをとる
   先生に
  質問する

復習をする
  図書館や
インターネット

　何もして
　　いない

Ⅳ.(15) 54.1% 22.4% 8.2% 1.0% 23.5%

本科目平均 全体平均

奈良学園大学

①授業計画の達成度について

受講意欲やマナーを高められた要因として「授業の目的を認識させ
た」ことがある。1時間の予定を予め学生に授業冒頭で伝えるように
していた。

アンケート結果だが、「教職入門A」の授業科目特性を見る限り、適
切な到達目標と難易度であったと考えている。

②授業の進め方について

Ⅲ.(14)
3.73 3.23

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

講義内容・
方法

Ⅱ.(4)～
(13)

3.59 3.15

大教室の講義形式授業からの脱却を模索し、毎年自分なりの改善
を学生の声を踏まえて行ってきた。その努力と、本年度は全体で履
修者が111名で人間教育学部の学生だけの受講であったこと、そ
の学生たちが素晴らしかったことを要因として想定以上の成果をあ
げることができた。
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学生のアンケート結果は高い。「自分について考えることができる。
将来についても考えることができる」「自分の足りないものを実感で
きる」「理想とは何かを教えてくださった」「自分磨きができてとても
良かったです」「授業を通して自分を見つめることができた」「自身を
改める機会をもらえた」「教えてくれたことはこれからも自分を支え
続けてくれると思います」学生たちの素晴らしさに感謝である。

※レーダーチャートの平均は４段階評価　４(そう思う)、３(ややそう思う)、２，(あまりそう思わない）、１（そう思わない)

〈※複数選択可項目〉

授業を理解するための工夫

 自身の
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